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※取引の場が一気に増えたのは、米国証券取引委員会が提案した「レギュレーションNMS」が2005年4月に採択されたことが一因としてある。証券会社に課せられた最良執行義務が自動化された市場の最良気配に限定され、人手を介する市場の気配は対象外となったためである。
→NYSEのような既存の立会取引所の優位性は小さくなり、いかに有利な価格の注文を呼び込んで早く突き合わせるマッチングシステムの優劣が競われるようになる。


やろうとしていること








■ PTSの概要（歴史から記述する予定）


■ PTS市場の現状


■ PTS取引の問題点


■ PTS取引市場の今後（個人投資家と機関投資家双方の観点から魅力的な市場にする為の方策を提案する予定）


■ PTS取引市場拡大に伴う日本でのHFTの可能性


■ 米国のECNの概要


■ 米国ECN発展の要因


■ 日本がECNから学ぶべきこと























2000年代に入り誕生、発達した超高性能のコンピュータを駆使し、1秒に1000回以上の取引注文・売買を行うプログラム取引。NYSEの上場銘柄の出来高、約定件数、売買代金の変化はHFTが一般化する以前の2004年4月を1とした場合、2006年4月は出来高が1.25倍、約定件数1.99倍、売買代金が1.54倍となり、2009年4月にはそれぞれ3.41倍、12倍、2倍に拡大した。

















HFTとは





Arrowhead、PTSとHFTの関わり








HFTを支えているものは高速演算が可能な大規模コンピュータと、それに対応できる市場システムの存在である。この高速演算を可能にするインフラを今年arrowhead導入により日本でも構築できたと言える。




















日本におけるHFT浸透度合い








みずほ証券


海外投資家向け委託取引を今年度中に開始することを検討


高頻度システム取引を行う米大手ヘッジファンドのチューダー・インベストメント・コーポレーションの運用ノウハウなどを得て執行システム基盤を完成。今春からシステムを使用し始め、自己売買部門でHFTを本格的に開始した。


























